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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持ち、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

用途テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
elements]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[Main titles]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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用途テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このドキュメント以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全について

の警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手できる『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

Mシリーズのすべてのマニュアルのリストについては
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_M_Series_Servers_Documentation_Roadmap.html、
で入手可能な『Cisco UCS M-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのドキュメントが格納された ISOファイルは、次のURLから入
手できます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このペー
ジで、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは、ドキュメントのメジャーリリースの後に更新されます。

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください
mailto:ucs-docfeedback@cisco.com。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

• ファームウェアの概要, 1 ページ

• ファームウェアアップグレードをサポートするコンポーネント, 2 ページ

• ファームウェアバージョン, 2 ページ

ファームウェアの概要
CiscoUCSでは、シスコから取得し、シスコによって認定されたファームウェアを使用して、Cisco
UCSドメインのエンドポイントをサポートします。各エンドポイントは、機能するためにファー
ムウェアが必要な Cisco UCSドメインのコンポーネントです。

このマニュアルでは、ファームウェアの管理について、次の定義を使用しています。

アップグレード

エンドポイントで実行しているファームウェアを、リリースやパッチなどの他のイメージに

変更します。アップグレードには、アップデートとアクティベーションが含まれます。

アップデート

ファームウェアイメージをエンドポイントのバックアップパーティションにコピーします。

アクティブ化

バックアップパーティションのファームウェアをエンドポイントのアクティブなファーム

ウェアバージョンとして設定します。アクティベーションには、エンドポイントのリブー

トが必要な場合やリブートが発生する場合があります。

Management Extensionおよび機能カタログのアップグレードの場合は、アップデートとアクティ
ブ化が同時に行われます。このようなアップグレードについては、アップデートまたはアクティ

ブ化のいずれかのみを実行する必要があります。両方の手順を実行する必要はありません。
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Cisco UCSManagerリリース 2.5は Cisco UCSMシリーズサーバのみをサポートします。 Cisco
UCS Bシリーズサーバと Cisco Cシリーズサーバはサポートされません。

重要

ファームウェアアップグレードをサポートするコンポー

ネント
次のコンポーネントはファームウェアアップグレードをサポートします。

•シャーシ:

◦シャーシ管理コントローラ（CMC）

◦共有アダプタ

◦ストレージコントローラ

◦ボードコントローラ

•サーバ：

◦ Cisco Integrated Management Controller（CIMC）

◦ BIOS

ファームウェアバージョン
使用されるファームウェアバージョンの用語は、次のようなエンドポイントのタイプによって異

なります。

CIMC、BIOS、CMC と共有アダプタのファームウェアバージョン

CIMC、BIOS、共有アダプタ、CMCのそれぞれには、ファームウェア用フラッシュが 2つありま
す。各スロットに 1つのバージョンのファームウェアを装着します。 1つのスロットはアクティ
ブで、他方のスロットはバックアップスロットです。コンポーネントは、アクティブとして指定

されているスロットからブートします。

Cisco UCS Managerでは次のファームウェアバージョンの用語が使われます。

実行されているバージョン

実行されているバージョンは、アクティブで、エンドポイントで使用されているファーム

ウェアです。
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スタートアップバージョン

スタートアップバージョンは、エンドポイントの次回のブート時に使用されるファームウェ

アです。CiscoUCSManagerはアクティベーション操作によって、スタートアップバージョ
ンを変更します。

バックアップバージョン

バックアップバージョンは、他方のスロットのファームウェアで、エンドポイントによっ

て使用されていません。このバージョンは、エンドポイントをアップデートしたが、まだ

アクティブにしていないファームウェアか、または最近アクティブ化されたバージョンに

よって交換された古いファームウェアバージョンなどです。 Cisco UCS Managerはアップ
デート操作によって、バックアップスロットのイメージを置き換えます。

スタートアップバージョンからエンドポイントをブートできない場合、バックアップバージョン

からブートします。

ボードコントローラとストレージコントローラにはバックアップバージョンがありません。し

たがって、実行できるのはアクティブ化だけです。

ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerのファームウェアバージョン

アクティブにできるのは、ファブリックインターコネクトのファームウェアとファブリックイン

ターコネクト上の Cisco UCS Managerだけです。すべてのイメージがファブリックインターコネ
クトに保存されるため、ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerファームウェ
アにはバックアップバージョンがありません。その結果、ブート可能ファブリックインターコ

ネクトイメージは、サーバ CIMCとアダプタのように、2つに制限されません。代わりに、ブー
ト可能ファブリックインターコネクトイメージは、ファブリックインターコネクトのメモリの

空き領域と、そこに保存されるイメージの数によって制限されます。

ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerファームウェアには、カーネルファー
ムウェアとシステムファームウェアの実行されているバージョンとスタートアップバージョンが

あります。カーネルファームウェアとシステムファームウェアは、同じバージョンのファーム

ウェアを実行している必要があります。

Cisco UCS M シリーズ GUI ファームウェア管理ガイドリリース 2.5    
3

概要

ファームウェアバージョン



   Cisco UCS M シリーズ GUI ファームウェア管理ガイドリリース 2.5
4

概要

ファームウェアバージョン



第 I 部

Cisco UCS Managerによるファームウェアの
管理
• Cisco UCS Managerでのファームウェアのダウンロードと管理, 7 ページ

• 自動インストールによるファームウェアのアップグレード, 15 ページ

• ファームウェア自動同期サーバポリシーの使用, 25 ページ

• エンドポイントのファームウェアの直接アップグレード, 29 ページ

• サービスプロファイルのファームウェアパッケージによるファームウェアのアップグレー
ド, 49 ページ

• Cisco UCS Managerでの機能カタログの管理, 61 ページ

• 管理拡張機能の更新, 67 ページ

• データパスの準備が整っていることの確認, 69 ページ





第 2 章

Cisco UCS Manager でのファームウェアのダ
ウンロードと管理

この章は、次の内容で構成されています。

• ファームウェアイメージの管理, 7 ページ

• ファームウェアイメージヘッダー, 9 ページ

• ファームウェアイメージカタログ, 9 ページ

• シスコからのMシリーズソフトウェアバンドルの入手, 10 ページ

• 離れた場所からのファブリックインターコネクトへのファームウェアイメージのダウンロー
ド, 11 ページ

• ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへのファームウェアイメー
ジのダウンロード, 12 ページ

• イメージダウンロードのキャンセル, 13 ページ

• ファームウェアパッケージの内容の判断, 13 ページ

• ファブリックインターコネクトの空き領域のチェック, 14 ページ

ファームウェアイメージの管理

シスコでは、CiscoUCSコンポーネントに対するすべてのファームウェアのアップデートをイメー
ジのバンドルで配布します。 Cisco UCSファームウェアアップデートは、Cisco UCSドメインの
ファブリックインターコネクトに次のバンドルでダウンロードできます。
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Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドル

このバンドルには、次のコンポーネントのアップデートに必要な次のファームウェアイメー

ジが含まれます。

• Cisco UCS Managerソフトウェア

•ファブリックインターコネクトのカーネルファームウェアとシステムファームウェア

Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバソフトウェアバンドル

このバンドルには、CiscoUCSドメインのモジュラサーバのファームウェアをアップデート
するために必要な次のファームウェアイメージが含まれます。

•シャーシ:

◦ CMCファームウェア

◦共有アダプタファームウェア

◦ボードコントローラファームウェア

◦ストレージコントローラのファームウェア

•サーバ：

◦ CIMCファームウェア

◦ BIOSファームウェア

また、シスコではリリースノートも提供しており、バンドルを取得したのと同じWebサイトから
入手できます。

Mシリーズシャーシコンポーネントのファームウェアのアップグレードをトリガーするには、次
の順に実行します。

1 CMCファームウェアの更新

2 共有アダプタファームウェアの更新

3 CMCファームウェアのアクティブ化

4 共有アダプタファームウェアのアクティブ化

5 ストレージコントローラのアクティブ化

6 ボードコントローラのアクティブ化

エンドポイントのファームウェアのアップグレードをトリガーするには、次の順に実行します。

1 CIMCの更新

2 CIMCのアクティブ化

3 BIOSの更新
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4 BIOSのアクティブ化

ファームウェアイメージヘッダー

すべてのファームウェアイメージに、次の情報を含むヘッダーがあります。

•チェックサム

•バージョン情報

•コンポーネントイメージの互換性と依存関係を確認するためにシステムで使用される互換性
情報

ファームウェアイメージカタログ

CiscoUCSManagerには、ファブリックインターコネクトにダウンロードされているファームウェ
アイメージとそのコンテンツのカタログを示す 2つのビューが用意されています。

パッケージ

このビューでは、ファブリックインターコネクトにダウンロードされているファームウェ

アバンドルが読み取り専用で表示されます。このビューは、イメージのコンテンツではな

く、イメージを基準にソートされます。パッケージについては、このビューを使用して、

ダウンロード済みの各ファームウェアバンドルに存在するコンポーネントイメージを確認

できます。

イメージ

イメージビューには、システムで使用できるコンポーネントイメージが表示されます。こ

のビューを使用して、ファームウェアバンドル全体を表示したり、バンドルごとにイメー

ジをグループ化したりすることはできません。各コンポーネントイメージについて表示さ

れる情報には、コンポーネントの名前、イメージサイズ、イメージバージョン、およびコ

ンポーネントのベンダーとモデルが含まれます。

このビューを使用して、各コンポーネントに使用できるファームウェアアップデートを識

別できます。また、このビューを使用して、古くなったイメージや不要なイメージを削除

することもできます。 Cisco UCSManagerパッケージ内のすべてのイメージが削除されてか
ら、パッケージが削除されます。

Cisco UCS Managerによって、ファブリックインターコネクトのブートフラッシュにイメージ
が保存されます。クラスタシステムでは、すべてのイメージが互いに同期されるので、両方

のファブリックインターコネクトにおけるブートフラッシュのスペース使用量は等しくなり

ます。 Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、古いイメージを削除して、領域を解放します。

ヒント
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シスコからの M シリーズソフトウェアバンドルの入手

はじめる前に

手順

ステップ 1 Webブラウザで、 Cisco.comを参照します。

ステップ 2 [Support]で [All Downloads]をクリックします。

ステップ 3 中央のペインで、[Servers - Unified Computing]をクリックします。

ステップ 4 入力を求められたら、Cisco.comのユーザ名およびパスワードを入力して、ログインします。

ステップ 5 右側のペインで、次のように必要なソフトウェアバンドルのリンクをクリックします。

ナビゲーションパスバンドル

[Cisco UCS M-Series Modular Server Software] > [Unified
Computing System (UCS) Server Software Bundle]をクリッ
クします。

Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバ
ソフトウェアバンドル

これらのパスからアクセスできるUnifiedComputing System (UCS)DocumentationRoadmap
Bundleは、Cisco UCSのすべてのドキュメントのダウンロード可能な ISOイメージで
す。

ヒント

ステップ 6 ソフトウェアバンドルをダウンロードする最初のページで、[Release Notes]リンクをクリックし
てリリースノートの最新版をダウンロードします。

ステップ 7 ダウンロードする各ソフトウェアバンドルについて、次の手順を実行します。

a) ソフトウェアリリースバンドルのリンクをクリックします。
リリース番号の後には、数字と文字が括弧内に続きます。数字はメンテナンスリリースレベ

ルを表し、文字はそのメンテナンスリリースのパッチを区別します。各メンテナンスリリー

スとパッチの内容の詳細については、最新版のリースノートを参照してください。

b) 次のいずれかのボタンをクリックして、表示される指示に従います。

• [Download Now]：ソフトウェアバンドルをすぐにダウンロードできます。

• [Add to Cart]：後でダウンロードするソフトウェアバンドルをカートに追加します。

c) メッセージに従ってソフトウェアバンドルのダウンロードを完了します。

ステップ 8 Cisco UCSドメインをアップグレードする前に、リリースノートを参照してください。

次の作業

ソフトウェアバンドルをファブリックインターコネクトにダウンロードします。
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離れた場所からのファブリックインターコネクトへのファームウェア

イメージのダウンロード

クラスタセットアップでは、ダウンロードの開始に使用されたファブリックインターコネク

トに関係なく、ファームウェアバンドルのイメージファイルは両方のファブリックインター

コネクトにダウンロードされます。Cisco UCSManagerは、両方のファブリックインターコネ
クトにあるすべてのファームウェアパッケージとイメージを同期状態にします。ファブリッ

クインターコネクトの 1つがダウンした場合でも、ダウンロードは正常に終了します。オン
ラインに復帰したときに、イメージがもう片方のファブリックインターコネクトに同期され

ます。

（注）

はじめる前に

必要なファームウェアバンドルをシスコから入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download Firmware]をクリックします。

ステップ 6 [Download Firmware]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Remote File
System]オプションボタンをクリックし、必須フィールドに入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、ファームウェアバンドルのファブリックインターコネクトへ
のダウンロードが開始されます。

ステップ 8 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフ
ラッシュの空き領域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネク
トにナビゲートし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 9 必要なすべてのファームウェアバンドルがファブリックインターコネクトにダウンロードされる

まで、このタスクを繰り返します。

次の作業

ファームウェアバンドルのイメージファイルが完全にダウンロードされたら、エンドポイント上

でファームウェアを更新します。
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ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへの

ファームウェアイメージのダウンロード

クラスタセットアップでは、ダウンロードの開始に使用されたファブリックインターコネク

トに関係なく、ファームウェアバンドルのイメージファイルは両方のファブリックインター

コネクトにダウンロードされます。Cisco UCSManagerは、両方のファブリックインターコネ
クトにあるすべてのファームウェアパッケージとイメージを同期状態にします。ファブリッ

クインターコネクトの 1つがダウンした場合でも、ダウンロードは正常に終了します。オン
ラインに復帰したときに、イメージがもう片方のファブリックインターコネクトに同期され

ます。

（注）

はじめる前に

必要なファームウェアバンドルをシスコから入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download Firmware]をクリックします。

ステップ 6 [Download Firmware]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Local File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [Filename]フィールドに、フルパスとイメージファイルの名前を入力します。
ファームウェアイメージファイルが配置されているフォルダへの正確なパスがわからない場合

は、[Browse]をクリックしてファイルにナビゲートします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、ファームウェアバンドルのファブリックインターコネクトへ
のダウンロードが開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードされたファームウェアバンドルのステータスを
モニタします。

Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフ
ラッシュの空き領域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネク
トにナビゲートし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なすべてのファームウェアバンドルがファブリックインターコネクトにダウンロードされる

まで、このタスクを繰り返します。
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次の作業

ファームウェアバンドルのイメージファイルが完全にダウンロードされたら、エンドポイント上

でファームウェアを更新します。

イメージダウンロードのキャンセル

イメージのダウンロードタスクは、タスクの進行中にのみキャンセルできます。イメージのダウ

ンロードの完了後に、ダウンロードタスクを削除しても、ダウンロード済みのイメージは削除さ

れません。イメージダウンロードタスクに関係する FSMはキャンセルできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Download Tasks]タブで、キャンセルするタスクを右クリックし、[Delete]を選択します。

ファームウェアパッケージの内容の判断

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Packages]サブタブで、パッケージの内容を表示するには、パッケージの横の [+]アイコンをク
リックします。

ステップ 5 パッケージの内容のスナップショットを取得するには、次の手順を実行します。

a) イメージ名とその内容を含む行を強調表示します。
b) 右クリックし、[Copy]を選択します。
c) クリップボードの内容をテキストファイルまたはその他のドキュメントに貼り付けます。
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ファブリックインターコネクトの空き領域のチェック

イメージのダウンロードが失敗したら、Cisco UCSでファブリックインターコネクトのブートフ
ラッシュに十分な空き領域があるかどうかをチェックします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 空き領域をチェックするファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Local Storage Information]領域を展開します。
ファームウェアイメージバンドルをダウンロードする場合、ファブリックインターコネクトに、

ファームウェアイメージバンドルのサイズの少なくとも 2倍の空き領域が必要です。ブートフ
ラッシュに十分な領域がない場合は、ファブリックインターコネクトから、古いファームウェ

ア、コアファイル、その他の不要なオブジェクトを削除してください。
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第 3 章

自動インストールによるファームウェアの

アップグレード

この章は、次の内容で構成されています。

• 自動インストールによるファームウェアアップグレード, 15 ページ

• 自動インストールのための必要な手順, 16 ページ

• 自動インストールによるインフラストラクチャのファームウェアのアップグレード, 17ペー
ジ

• プライマリファブリックインターコネクトのリブートの確認, 19 ページ

• インフラストラクチャファームウェアのアップグレードのキャンセル, 20 ページ

• 自動インストールによるサーバファームウェアのアップグレード, 20 ページ

自動インストールによるファームウェアアップグレード

自動インストールでは、次の 2つの段階によって、Cisco UCSドメインを 1つのパッケージに含
まれるファームウェアバージョンにアップグレードすることができます。

•インフラストラクチャファームウェアのインストール：Cisco UCSインフラストラクチャソ
フトウェアバンドルを使用して、ファブリックインターコネクト、Cisco UCS Managerなど
のインフラストラクチャコンポーネントをアップグレードします。

•サーバファームウェアのインストール：Cisco UCS Mシリーズサーバソフトウェアバンド
ルを使用して、Cisco UCSドメインのすべてのサーバをアップグレードします。

この 2つの段階は独立したものであり、異なる時刻に実行することや、実行されるようにスケ
ジュールすることができます。

自動インストールを使用して、インフラストラクチャコンポーネントを Cisco UCSのあるバー
ジョンに、またサーバコンポーネントを異なるバージョンにアップグレードすることができま

す。
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インフラストラクチャファームウェアのインストール

インフラストラクチャファームウェアのインストールでは、Cisco UCSManagerなど、Cisco UCS
ドメイン内のすべてのインフラストラクチャコンポーネントと、すべてのファブリックインター

コネクトをアップグレードします。すべてのコンポーネントが、選択した Cisco UCSインフラス
トラクチャソフトウェアバンドルに含まれるファームウェアバージョンにアップグレードされ

ます。

インフラストラクチャファームウェアのインストールでは、Cisco UCSドメインドメイン内の一
部のインフラストラクチャコンポーネントだけを対象とする部分アップグレードはサポートして

いません。

メンテナンスウィンドウに対応する特定の時刻にインフラストラクチャのアップグレードをスケ

ジュールできます。ただし、インフラストラクチャのアップグレードが進行中の場合、別のイン

フラストラクチャのアップグレードをスケジュールすることはできません。次のアップグレード

をスケジューリングするには、現在のアップグレードが完了するまで待つ必要があります。

インフラストラクチャファームウェアアップグレードが今後行われる予定の場合は、キャン

セルできます。ただし、インフラストラクチャファームウェアアップグレードがいったん開

始すると、キャンセルすることはできません。

（注）

サーバファームウェアのインストール

サーバファームウェアのインストールでは、ホストファームウェアパッケージを使用して、Cisco
UCSドメイン内のすべてのサーバおよびコンポーネントをアップグレードします。サービスプロ
ファイルに選択したホストファームウェアパッケージが含まれているサーバは、次のように、選

択したソフトウェアバンドルのファームウェアバージョンにすべてアップグレードされます。

•すべてのサーバ用の Cisco UCS Mシリーズサーバソフトウェアバンドル。

[サーバファームウェアのインストール]ウィザードの設定が完了した後で、サーバファーム
ウェアのアップグレードプロセスをキャンセルすることはできません。 Cisco UCS Manager
は、変更を即座に反映します。ただし、サーバが実際にリブートされるタイミングは、サー

バに関連付けられたサービスプロファイル内のメンテナンスポリシーによって異なります。

（注）

自動インストールのための必要な手順

Cisco UCSドメインのすべてのコンポーネントを同じパッケージバージョンへアップグレードす
る場合は、自動インストールの各ステージを次の順序で実行する必要があります。

1 インフラストラクチャファームウェアのインストール
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2 サーバファームウェアのインストール

この順序で実行すると、サーバのファームウェアアップグレードをインフラストラクチャのファー

ムウェアアップグレードとは異なるメンテナンスウィンドウにスケジュールすることができま

す。

自動インストールによるインフラストラクチャのファームウェアの

アップグレード

Cisco UCS Manager GUIのリリースが 2.1(1)よりも古い場合、[Firmware Auto Install]タブは使用で
きません。

はじめる前に

ファームウェアのアップグレードとダウングレードの前提条件に記載のすべての前提条件を満た

はじめる前に

ファームウェアのアップグレードとダウングレードの前提条件に記載のすべての前提条件を満た

す必要があります。

Cisco UCSドメインがNTPサーバを使用して時間を設定しない場合、プライマリファブリックイ
ンターコネクトとセカンダリファブリックインターコネクトの時計が同期されていることを確認

します。 Cisco UCS Managerで NTPサーバを設定するか、時間を手動で同期することによってこ
れを行うことができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Firmware Auto Install]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Install Infrastructure Firmware]をクリックします。

ステップ 6 [Install Infrastructure]ダイアログボックスの [Prerequisites]ページで、先に進む前に警告に対処し
ます。

警告は次のカテゴリに分類されています。

•進行中の致命的または重大な障害があるかどうか。

•コンフィギュレーションバックアップが最近実行されているかどうか。

•管理インターフェイスのモニタリングポリシーが有効かどうか。

•保留中のファブリックインターコネクトのリブートアクティビティがあるかどうか。

• NTPが設定されているかどうか。
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各警告のハイパーリンクをクリックして直接処理することができます。処理した警告の各チェッ

クボックスをオンにするか、警告を処理せずに続行する場合は [Ignore All]チェックボックスをオ
ンにします。

ステップ 7 [Install Infrastructure Firmware]ダイアログボックスの [Properties]領域で、次のフィールドに値を入
力します。

説明名前

CiscoUCSによって作成および管理されるインフラストラクチャ
パックの名前。このフィールドのデフォルト名を変更したり、

カスタムインフラストラクチャパックを作成することはできま

せん。

[Name]フィールド

インフラストラクチャパックのユーザ定義による説明。この

フィールドはデフォルトで入力されています。ただし、必要に

応じて独自の説明を入力することもできます。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

インフラストラクチャコンポーネントのファームウェアアップ

グレードに使用できるソフトウェアバンドルのリスト。

[Version]ドロップダウンリス
ト

オンにすると、Cisco UCSでは、選択したバージョンを前回イ
ンストールしようとしたときに失敗または中断した場合でも、

インストールを試みます。

[Force]チェックボックス

ステップ 8 [Install Infrastructure Firmware]ダイアログボックスの [Infrastructure Schedule]領域で、次のいずれ
かの操作を実行します。

説明オプション

オカレンスが実行される日時。

フィールドの端にある下矢印をクリックして、カレンダーから日

付を選択します。

[Start Time]フィールド

オンにすると、CiscoUCSManagerは [Start Time][Start Time]フィー
ルドフィールドを無視して、[OK]がクリックされるとすぐにイ
ンフラストラクチャファームウェアをアップグレードします。

[UpgradeNow]チェックボック
ス

ステップ 9 [OK]をクリックします。
[Firmware Auto Install]タブの [Firmware Installer]フィールドには、インフラストラクチャのファー
ムウェアアップグレードのステータスが表示されます。
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ブートフラッシュに十分な空き領域がない場合、警告が表示され、アップグレードプ

ロセスは停止します。

（注）

次の作業

プライマリファブリックインターコネクトのリブートを承認します。リブートを承認しない場

合、CiscoUCSManagerはインフラストラクチャのアップグレードを完了できず、アップグレード
は無期限に保留になります。

プライマリファブリックインターコネクトのリブートの確認

アップグレード時の中断を最小限に抑えるには、次のことを確認する必要があります。注意

•ファブリックインターコネクトとサービスプロファイルの両方がフェールオーバー用に
設定されていることを確認します。

•プライマリファブリックインターコネクトのリブートを承認する前に、セカンダリファ
ブリックインターコネクトからデータパスが正常に復元されていることを確認します。

詳細については、データパスの準備が整っていることの確認, （69ページ）を参照して
ください。

インフラストラクチャファームウェアをアップグレードした後、インフラストラクチャファー

ムウェアのインストールは自動的にクラスタ設定内のセカンダリファブリックインターコネ

クトをリブートします。ただし、プライマリファブリックインターコネクトのリブートは、

ユーザが承認する必要があります。リブートを承認しなかった場合、インフラストラクチャ

ファームウェアのインストールはアップグレードを完了するのではなく、その承認を無期限

に待ちます。

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [PendingActivities]ダイアログボックスで、[User AcknowledgedActivities]タブをクリックします。

ステップ 3 テーブルで、プライマリファブリックインターコネクトの保留中のリブートの行を探します。

ステップ 4 その行の[Reboot Now]カラムで [Acknowledge All]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
Cisco UCSManager即座にプライマリファブリックインターコネクトがリブートされます。 [OK]
をクリックした後にこのリブートを停止することはできません。
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インフラストラクチャファームウェアのアップグレードのキャンセル

インフラストラクチャファームウェアアップグレードが今後行われる予定の場合は、キャン

セルできます。ただし、インフラストラクチャファームウェアアップグレードがいったん開

始すると、キャンセルすることはできません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Firmware Auto Install]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Install Infrastructure Firmware]をクリックします。

ステップ 6 [Install Infrastructure Firmware]ダイアログボックスの [Actions]領域で、[Cancel InfrastructureUpgrade]
をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

自動インストールによるサーバファームウェアのアップグレード

Cisco UCS Manager GUIのリリースが 2.1(1)よりも古い場合、[Firmware Auto Install]タブは使用で
きません。

[サーバファームウェアのインストール]ウィザードの設定が完了した後で、サーバファーム
ウェアのアップグレードプロセスをキャンセルすることはできません。 Cisco UCS Manager
は、変更を即座に反映します。ただし、サーバが実際にリブートされるタイミングは、サー

バに関連付けられたサービスプロファイル内のメンテナンスポリシーによって異なります。

（注）

はじめる前に

ファームウェアのアップグレードとダウングレードの前提条件に記載のすべての前提条件を満た

す必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Firmware Auto Install]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Install Server Firmware]をクリックします。

ステップ 6 [Install Server Firmware]ウィザードの [Prerequisites]ページで、このページに一覧されている前提
条件とガイドラインを慎重に確認してから、次のいずれかを実行してください。

•前提条件をすべて満たしている場合は、[Next]をクリックします。

•前提条件をすべて満たしていない場合は [Cancel]をクリックして、サーバのファームウェア
をアップグレードする前に前提条件を満たしてください。

ステップ 7 [Install Server Firmware]ウィザードの [Select Package Versions]ページで、次の手順を実行します。
a) Cisco UCSドメインにブレードサーバが含まれている場合は、[B-Series Blade Server Software]
領域の [New Version]ドロップダウンリストから、これらのサーバをアップグレードするソフ
トウェアバンドルを選択します。

b) CiscoUCSドメインにラックマウントサーバが含まれている場合は、[C-SeriesRack-MountServer
Software]領域の [New Version]ドロップダウンリストから、これらのサーバをアップグレード
するソフトウェアバンドルを選択します。

Cisco UCSドメインにブレードサーバとラックサーバの両方が含まれている場合は、[Select
Package Versions]ページで Bシリーズブレードサーバおよび Cシリーズラックマウントサー
バの新しいファームウェアバージョンを選択して、ドメイン内のすべてのサーバをアップグ

レードすることを推奨します。

デフォルトのホストファームウェアパッケージを更新すると、関連付けられていな

いサーバと、ホストファームウェアパッケージを含まないサービスプロファイルを

持つサーバのファームウェアがアップグレードされることがあります。このファー

ムウェアアップグレードにより、サービスプロファイルで定義されたメンテナンス

ポリシーに従ってこれらのサーバのリブートが発生する可能性があります。

（注）

c) Cisco UCSドメインにMシリーズサーバが含まれている場合は、[M-Series Server Software]領
域の [New Version]ドロップダウンリストから、これらのサーバをアップグレードするソフト
ウェアバンドルを選択します。

d) [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Install Server Firmware]ウィザードの [Select Host Firmware Packages]ページで、次の手順を実行し
ます。

a) 選択したソフトウェアで更新するホストファームウェアパッケージが含まれる各組織のノー
ドを展開します。

b) 更新する各ホストファームウェアパッケージの名前の隣にあるチェックボックスをオンにし
ます。
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この手順によって、選択したホストファームウェアパッケージが新しいバージョンのファー

ムウェアによって更新されます。すべてのサーバを更新するには、Cisco UCSドメインのすべ
てのサーバに関連付けられたサービスプロファイルに含まれているホストファームウェアパッ

ケージを選択する必要があります。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Install Server Firmware]ウィザードの [Host Firmware Package Dependenciess]ページで、次の手順を
実行します。

a) テーブルに表示される各ホストファームウェアパッケージのノードを展開します。
b) ホストファームウェアパッケージが含まれるサービスプロファイルのリストを確認します。
c) 必要に応じて、次のいずれかのカラムにあるリンクをクリックします。

• [Host Pack DN]カラム：ホストファームウェアパッケージのナビゲータを開きます。

• [Service Profile DN]カラム：サービスプロファイルのナビゲータを開きます。

d) 次のいずれかを実行します。

•選択したホストファームウェアパッケージを 1つ以上変更する場合は、[Prev]をクリッ
クします。

•適切なホストのファームウェアパッケージを選択済みで、エンドポイントのサーバファー
ムウェアのアップグレードの影響を確認する場合は、[Next]をクリックします。

•サーバのアップグレードをただちに開始する場合は、[Install]をクリックします。

ステップ 10 [Install Server Firmware]ウィザードの [Impacted Endpoints Summary]ページで、次の手順を実行し
ます。

a) [Impacted Endpoints]テーブルで結果をフィルタリングするには、該当するチェックボックスを
クリックします。

結果は、エンドポイントのタイプや、アップグレードの影響が重大であるかどうかによって

フィルタリングできます。

b) 影響を受けるエンドポイントのリストを確認します。
c) 必要に応じて、 [MaintenancePolicy]カラムのリンクをクリックして、そのポリシーのナビゲー
タを開きます。

d) 次のいずれかを実行します。

•選択したホストファームウェアパッケージを 1つ以上変更する場合は、[Prev]をクリッ
クします。

•適切なホストファームウェアパッケージを選択済みで、サーバのアップグレードを開始
する場合は、[Install]をクリックします。

ステップ 11 （任意）サーバファームウェアのアップグレードの進行状況をチェックするには、アップグレー

ドする各サーバの [FSM]タブをチェックします。
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[Firmware Auto Install]タブの [Firmware Installer]フィールドには、インフラストラクチャファーム
ウェアのアップグレードのステータスだけが表示されます。
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第 4 章

ファームウェア自動同期サーバポリシーの

使用

この章は、次の内容で構成されています。

• ファームウェアの自動同期, 25 ページ

• ファームウェア自動同期サーバポリシーの設定, 26 ページ

ファームウェアの自動同期

Cisco UCS Managerで [Firmware Auto Sync Server]ポリシーを使用して、新たに検出されたサーバ
のファームウェアバージョンをアップグレードする時期と方法を指定できます。このポリシーを

使用すると、新たに検出された、関連付けられていないサーバのファームウェアバージョンを

アップグレードして、デフォルトのホストファームウェアパックで定義されているファームウェ

アバージョンと一致させることができます。さらに、ファームウェアのアップグレードプロセ

スをサーバの検出直後に実行するか、後で実行するかを指定することもできます。

ファームウェアの自動同期はデフォルトのホストファームウェアパックに基づいています。

デフォルトのホストファームウェアパックを削除すると、Cisco UCSManagerで重大な問題が
発生します。デフォルトのホストファームウェアは設定されているが、サーバのファーム

ウェアが指定も設定もされていない場合は、軽度の問題が発生します。問題が発生した場合

は、その程度に関係なく、[FirmwareAutoSyncServer]ポリシーを設定する前にそれらの問題を
解決する必要があります。

重要

[Firmware Auto Sync Server]ポリシーの値は次のとおりです。

• [Auto Acknowledge]：サーバのファームウェアがCisco UCSManagerにより検出された後に自
動的に同期されます。このオプションは、デフォルトで選択されます。

• [User Acknowledge]：[Pending Activities]ダイアログボックスで管理者がアップグレードを確
認するまでサーバのファームウェアは同期されません。
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• [No Action]：ファームウェアのアップグレードは、サーバで開始されません。

このポリシーは Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIから設定できます。サーバ
のファームウェアは、次の状況が生じた場合に自動的にトリガーされます。

•サーバまたはサーバのエンドポイントのファームウェアバージョンがデフォルトのホスト
ファームウェアパックで設定されているファームウェアバージョンと異なる場合。

• [Firmware Auto Sync Server]ポリシーの値が変更された場合。たとえば、最初に値を [Auto
Acknowledge]に設定し、後から [User Acknowledge]に変更した場合などです。

Cisco UCS Managerが Cisco UCSドメインとして Cisco UCS Centralに登録されている場合、こ
のポリシーはローカルポリシーとして実行されます。デフォルトのホストファームウェア

パックが Cisco UCS Managerで定義されていない場合や削除された場合、このポリシーは実行
されません。

重要

ファームウェア自動同期サーバポリシーの設定

このポリシーを使用すると、新たに検出された、関連付けられていないサーバについて、その

ファームウェアバージョンの更新時期と更新方法を設定することができます。

サーバの特定のエンドポイントのファームウェアバージョンがデフォルトのホストファームウェ

アパックのバージョンと異なる場合、Cisco UCS Managerの FSMの状態には、その特定のエンド
ポイントの更新ステータスのみが表示されます。サーバのファームウェアバージョンは更新され

ません。

はじめる前に

•このポリシーを設定するには、事前にデフォルトのホストファームウェアパックを作成し
ておく必要があります。

•このタスクを完了するには、管理者としてログインしている必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、[Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Firmware Auto Sync Server Policy]領域で、[Sync State]の値として次のいずれかを選択します。

• [Auto Acknowledge]：サーバのファームウェアがCisco UCSManagerにより検出された後に自
動的に同期されます。このオプションは、デフォルトで選択されます。
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• [User Acknowledge]：[Pending Activities]ダイアログボックスで管理者がアップグレードを確
認するまでサーバのファームウェアは同期されません。

• [No Action]：ファームウェアのアップグレードは、サーバで開始されません。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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第 5 章

エンドポイントのファームウェアの直接アッ

プグレード

この章は、次の内容で構成されています。

• エンドポイントでの直接のファームウェアのアップグレード, 30 ページ

• 複数のエンドポイントのファームウェアのアップデート, 34 ページ

• シャーシの CMCファームウェアのアップデート, 36 ページ

• シャーシの CMCファームウェアのアクティブ化, 37 ページ

• シャーシの共有アダプタファームウェアの更新, 37 ページ

• シャーシの共有アダプタファームウェアのアクティブ化, 38 ページ

• シャーシのストレージコントローラファームウェアのアクティブ化, 39 ページ

• シャーシのボードコントローラファームウェアのアクティブ化, 39 ページ

• サーバの BIOSファームウェアのアップデート, 40 ページ

• サーバの BIOSファームウェアのアクティブ化, 41 ページ

• サーバの CIMCファームウェアのアップデート, 41 ページ

• サーバの CIMCファームウェアのアクティブ化, 42 ページ

• Cisco UCS Managerソフトウェアのアクティブ化, 43 ページ

• 従属ファブリックインターコネクトでのファームウェアのアクティブ化, 44 ページ

• プライマリファブリックインターコネクトでのファームウェアのアクティブ化, 45 ページ

• スタンドアロンファブリックインターコネクトでのファームウェアのアクティブ化, 46
ページ

• コンポーネントのファームウェアバージョンの確認, 47 ページ
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エンドポイントでの直接のファームウェアのアップグレード

正しい手順に従って、正しい順序でアップグレードを適用すれば、エンドポイントの直接のファー

ムウェアアップグレードと新しいファームウェアバージョンのアクティブ化による、Cisco UCS
ドメインのトラフィックの中断を最小限に留めることができます。

次のエンドポイントのファームウェアを直接アップグレードできます。

•シャーシ:

◦ CMC

◦共有アダプタ

◦ストレージコントローラ

◦ボードコントローラ

•サーバ：

◦ CIMC

◦ BIOS

•インフラストラクチャ：

◦ファブリックインターコネクト

◦ Cisco UCS Manager

CIMCおよび BIOSファームウェアは、サービスプロファイル内のホストファームウェアパッ
ケージによってアップグレードすることもできます。ホストファームウェアパッケージを使用

して、このファームウェアをアップグレードする場合、ファームウェアのアップグレードプロセ

ス中に、サーバをリブートする必要がある回数を削減できます。
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サーバに関連付けられたサービスプロファイルにファームウェアパッケージが含まれる場合、

エンドポイントを直接アップグレードすることはできません。直接のアップグレードを実行

するには、サービスプロファイルからファームウェアパッケージを削除する必要があります。

Mシリーズシャーシコンポーネントのファームウェアのアップグレードをトリガーするには、
次の順に実行します。

（注）

1 CMCファームウェアの更新

2 共有アダプタファームウェアの更新

3 CMCファームウェアのアクティブ化

4 共有アダプタファームウェアのアクティブ化

5 ストレージコントローラのアクティブ化

6 ボードコントローラのアクティブ化

エンドポイントのファームウェアのアップグレードをトリガーするには、次の順に実行しま

す。

1 CIMCの更新

2 CIMCのアクティブ化

3 BIOSの更新

4 BIOSのアクティブ化

直接のファームウェアアップグレードのステージ

Cisco UCSManagerは直接アップグレードのプロセスを 2つのステージに分け、サーバやその他の
エンドポイントのアップタイムに影響を与えずに、システムの実行中にエンドポイントにファー

ムウェアをプッシュできるようにします。

アップデート

このステージでは、選択したファームウェアバージョンがプライマリファブリックインターコ

ネクトから、エンドポイントのバックアップパーティションにコピーされ、ファームウェアイ

メージが破損していないことが確認されます。アップデートプロセスでは、常にバックアップ

スロットのファームウェアが上書きされます。

アップデートステージは、次のエンドポイントにのみ適用されます。

•シャーシ:

◦シャーシ管理コントローラ（CMC）

◦共有アダプタ
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•サーバ：

◦ Cisco Integrated Management Controller（CIMC）

◦ BIOS

更新が完了するまで、エンドポイントがあるハードウェアを取り外したり、メンテナンス作業

を実行しないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナンス作業によ

り使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、バックアップ

パーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損しているエ

ンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意

アクティブ化

このステージでは、指定したイメージバージョン（通常はバックアップバージョン）がスタート

アップバージョンとして設定され、[Set Startup Version Only]を指定していない場合、エンドポイ
ントがただちにリブートされます。エンドポイントがリブートされると、バックアップパーティ

ションがアクティブなパーティションになり、アクティブなパーティションがバックアップパー

ティションになります。新しいアクティブなパーティションのファームウェアはスタートアップ

バージョンおよび実行されているバージョンになります。

指定したファームウェアイメージがすでにエンドポイントに存在するため、次のエンドポイント

のみアクティベーションが必要です。

• Cisco UCS Manager

•ファブリックインターコネクト

• CMC

•共有アダプタ

•ボードコントローラ

•ストレージコントローラ

• CIMC

• BIOS

ファームウェアをアクティブにすると、エンドポイントがリブートされ、新しいファームウェア

がアクティブなカーネルバージョンおよびシステムバージョンになります。スタートアップ

ファームウェアからエンドポイントをブートできない場合、デフォルトがバックアップバージョ

ンに設定され、エラーが生成されます。

直接のファームウェアアップグレードの停止の影響

エンドポイントで、直接のファームウェアアップグレードを実行する場合、Cisco UCSドメイン
で、1つ以上のエンドポイントでトラフィックの中断や、停止が発生することがあります。
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ファブリックインターコネクトファームウェアアップグレードの停止の影響

ファブリックインターコネクトのファームウェアをアップグレードするときは、ファブリックイ

ンターコネクトをリブートします。

Cisco UCS Managerファームウェアアップグレードの停止の影響

Cisco UCS Managerへのファームウェアアップグレードにより、次の中断が発生します。

• Cisco UCS Manager GUI：Cisco UCS Manager GUIにログインしているすべてのユーザがログ
アウトされ、それらのセッションが終了します。

実行中の保存されていない作業が失われます。

• CiscoUCSManagerCLI：telnetによってログインしているすべてのユーザがログアウトされ、
それらのセッションが終了します。

CMC ファームウェアアップグレードによる停止の影響

シャーシの CMCのファームウェアをアップグレードする際、停止は発生しません。

共有アダプタファームウェアアップグレードによる停止の影響

共有アダプタのファームウェアをアクティブ化する際、次の停止の影響と中断が発生します。

•サーバがリブートします。

•サーバトラフィックが中断します。

•ストレージコントローラがリブートします。

ストレージコントローラのファームウェアアップグレードによる停止の影響

ストレージコントローラのファームウェアをアクティブ化する際、次の停止の影響と中断が発生

します。

•サーバがリブートします。

•サーバトラフィックが中断します。

•ストレージコントローラがリブートします。

ボードコントローラのファームウェアアップグレードによる停止の影響

ボードコントローラのファームウェアをアクティブ化する際、次の停止の影響と中断が発生しま

す。

•共有アダプタがリブートします。

•カートリッジとサーバがリブートします。

•サーバトラフィックが中断します。

•ストレージコントローラがリブートします。
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BIOS ファームウェアアップグレードによる停止の影響

BIOSへのファームウェアアップグレードにより、サーバがリブートします。

CIMC ファームウェアアップグレードの停止の影響

サーバの CIMCのファームウェアをアップグレードした場合、CIMCと内部プロセスのみが影響
を受けます。サーバトラフィックは中断しません。このファームウェアアップグレードにより、

CIMCに次の停止の影響と中断が発生します。

• KVMコンソールおよび vMediaによってサーバで実行されているすべてのアクティビティが
中断されます。

•すべてのモニタリングおよび IPMIポーリングが中断されます。

ストレージコントローラ、ボードコントローラ、および共有アダプタのファームウェアのアク

ティブ化中は、サーバの電源をオフにすることを推奨します。アクティブ化中にサーバの電源を

オフにしない場合、Cisco UCSMはサーバの電源をオフにし、最大 16分待機しようとします。こ
の間にサーバの電源がまだオフになっていないことをCiscoUCSMが検出すると、FSMは失敗し、
Cisco UCSMが電源をオフにしたサーバの電源をオンにしません。 FSMは 8分後に起動しようと
します。

UCSMが正常にサーバの電源をオフにすると、アクティブ化の完了後に、必要な電源状態に基づ
いて関連するサーバの電源をオンにします。

複数のエンドポイントのファームウェアのアップデート

この手順は、次のエンドポイント上のファームウェアをアップデートする場合に使用できます。

• BIOS

• CIMC

• CMC

•共有アダプタ

更新が完了するまで、エンドポイントがあるハードウェアを取り外したり、メンテナンス作業

を実行しないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナンス作業によ

り使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、バックアップ

パーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損しているエ

ンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブで、[Update Firmware]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSドメ
インのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、シャー

シとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 5 [Update Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) メニューバーの [Filter]ドロップダウンリストから [ALL]を選択します。
共有アダプタやサーバのBIOSなど、特定のタイプのすべてのエンドポイントファームウェア
を更新する場合、ドロップダウンリストからそのタイプを選択します。

b) [Select]フィールドで、次のいずれかの手順を実行します。

•すべてのエンドポイントを同じバージョンにアクティブ化するには、[Version]オプショ
ンボタンをクリックし、[Set Version]ドロップダウンリストから適切なバージョンを選
択します。

•すべてのエンドポイントを特定のバンドルに含まれるファームウェアバージョンにアク
ティブ化するには、[Bundle]オプションボタンをクリックし、[Set Bundle]ドロップダウ
ンリストから適切なバンドルを選択します。

c) [OK]をクリックします。
1つ以上のエンドポイントを直接アップデートできない場合は、CiscoUCSManagerに通知メッ
セージが表示されます。通知メッセージを確認した後、Cisco UCS Managerによって、サーバ
上にある直接アップデート可能な他のすべてのエンドポイントのファームウェアがアップデー

トされます。

Cisco UCS Managerによって、選択したファームウェアイメージがバックアップメモリパーティ
ションにコピーされ、そのイメージが破損していないことが確認されます。イメージは、明示的

にアクティブにするまで、バックアップバージョンとして残されます。 Cisco UCS Managerはす
べてのアップデートを同時に開始します。ただし、アップデートによって、完了する時間が異な

ることがあります。

[Update Firmware]ダイアログボックスで、すべてのアップデート済みエンドポイントについて、
[Update Status]カラムに [ready]と表示されると、アップデートは完了です。

ステップ 6 （任意）特定のエンドポイントのアップデートの進捗をモニタするには、エンドポイントを右ク

リックし、[Show Navigator]を選択します。
Cisco UCS Managerによって、[General]タブの [Update Status]領域に進捗が表示されます。ナビ
ゲータに [FSM]タブがある場合は、そこでも進捗をモニタできます。 [Retry #]フィールドのエン
トリに、アップデートが失敗したことが示されないことがあります。再試行回数には、CiscoUCS
Managerがアップデートステータスを取得するときに発生する再試行も含まれます。
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次の作業

ファームウェアをアクティブにします。

シャーシの CMC ファームウェアのアップデート

更新が完了するまで、エンドポイントがあるハードウェアを取り外したり、メンテナンス作業

を実行しないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナンス作業によ

り使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、バックアップ

パーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損しているエ

ンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Skip Validation]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]を展開します。
ステップ 3 [Installed Firmware]タブで [Chassis Management Controller]を選択し、[Update Firmware]をクリック

します。

ステップ 4 [Update Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Version]ドロップダウンリストから、エンドポイントをアップデートするファームウェアバー
ジョンを選択します。

b) [OK]をクリックします。
1つ以上のエンドポイントを直接アップデートできない場合は、CiscoUCSManagerに通知メッ
セージが表示されます。通知メッセージを確認した後、Cisco UCS Managerによって、サーバ
上にある直接アップデート可能な他のすべてのエンドポイントのファームウェアがアップデー

トされます。

Cisco UCS Managerにより、選択されたファームウェアパッケージがバックアップメモリスロッ
トにコピーされますが、明示的にアクティブ化されるまで、バックアップのままです。

ステップ 5 （任意） [Update Status]領域でアップデートのステータスをモニタします。
アップデートプロセスは数分かかることがあります。 [Installed Firmware]タブの [Backup Version]
フィールドに、選択したファームウェアパッケージが表示されるまで、ファームウェアをアク

ティブにしないでください。

次の作業

ファームウェアをアクティブにします。
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シャーシの CMC ファームウェアのアクティブ化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]を展開します。
ステップ 3 [Installed Firmware]タブで [Chassis Management Controller]を選択し、[Activate Firmware]をクリッ

クします。

ステップ 4 [Activate Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Set Version]ドロップダウンリストから、適切なバージョンを選択します。

1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設
定されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリスト
にそのバージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムか
らバージョンを選択する必要があります。

b) [OK]をクリックします。

シャーシの共有アダプタファームウェアの更新

更新が完了するまで、エンドポイントがあるハードウェアを取り外したり、メンテナンス作業

を実行しないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナンス作業によ

り使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、バックアップ

パーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損しているエ

ンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意

はじめる前に

正常にサーバの電源を切ります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]を展開します。
ステップ 3 [Installed Firmware]タブで [Shared Adapter]を選択し、[Update Firmware]をクリックします。

ステップ 4 [Update Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Version]ドロップダウンリストから、エンドポイントをアップデートするファームウェアバー
ジョンを選択します。
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b) [OK]をクリックします。
1つ以上のエンドポイントを直接アップデートできない場合は、CiscoUCSManagerに通知メッ
セージが表示されます。通知メッセージを確認した後、Cisco UCS Managerによって、サーバ
上にある直接アップデート可能な他のすべてのエンドポイントのファームウェアがアップデー

トされます。

Cisco UCS Managerにより、選択されたファームウェアパッケージがバックアップメモリスロッ
トにコピーされますが、明示的にアクティブ化されるまで、バックアップのままです。

ステップ 5 （任意） [Update Status]領域でアップデートのステータスをモニタします。
アップデートプロセスは数分かかることがあります。 [Installed Firmware]タブの [Backup Version]
フィールドに、選択したファームウェアパッケージが表示されるまで、ファームウェアをアク

ティブにしないでください。

次の作業

ファームウェアをアクティブにします。

シャーシの共有アダプタファームウェアのアクティブ化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]を展開します。
ステップ 3 [Installed Firmware]タブで [Shared Adapter]を選択し、[Activate Firmware]をクリックします。

ステップ 4 [Activate Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Set Version]ドロップダウンリストから、適切なバージョンを選択します。

1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設
定されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリスト
にそのバージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムか
らバージョンを選択する必要があります。

b) [OK]をクリックします。
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シャーシのストレージコントローラファームウェアのアクティブ化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]を展開します。
ステップ 3 [Installed Firmware]タブで、更新するストレージコントローラを選択して [Activate Firmware]をク

リックします。

ステップ 4 [Activate Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Set Version]ドロップダウンリストから、適切なバージョンを選択します。

1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設
定されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリスト
にそのバージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムか
らバージョンを選択する必要があります。

b) [OK]をクリックします。

シャーシのボードコントローラファームウェアのアクティブ化

はじめる前に

正常にサーバの電源を切ります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number]を展開します。
ステップ 3 [Installed Firmware]タブで [Board Controller]を選択し、[Activate Firmware]をクリックします。

ステップ 4 [Activate Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Set Version]ドロップダウンリストから、適切なバージョンを選択します。

1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設
定されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリスト
にそのバージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムか
らバージョンを選択する必要があります。

b) [OK]をクリックします。
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サーバの BIOS ファームウェアのアップデート

更新が完了するまで、エンドポイントがあるハードウェアを取り外したり、メンテナンス作業

を実行しないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナンス作業によ

り使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、バックアップ

パーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損しているエ

ンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 BIOSのファームウェアをアップデートするサーバのノードを展開します。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブで [BIOS]を選択し、[Update Firmware]をクリックします。

ステップ 5 [Update Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Version]ドロップダウンリストから、サーバの BIOSのアップデートの対象となるファーム
ウェアバージョンを選択します。

b) （任意） 互換性のない可能性や、現在実行中のタスクに関係なく、ファームウェアをアップ
デートする場合は、[Force]チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

Cisco UCSManagerにより、選択したサーバのBIOSのファームウェアパッケージがバックアップ
メモリスロットにコピーされますが、明示的にアクティブ化されるまで、バックアップのままで

す。

ステップ 6 （任意） [Update Status]領域でアップデートのステータスをモニタします。
アップデートプロセスは数分かかることがあります。 [Installed Firmware]タブの [Backup Version]
フィールドに、選択したファームウェアパッケージが表示されるまで、ファームウェアをアク

ティブにしないでください。

次の作業

ファームウェアをアクティブにします。
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サーバの BIOS ファームウェアのアクティブ化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 アップデートした BIOSファームウェアをアクティブ化するサーバのノードを展開します。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブで BIOSを選択し、[Activate Firmware]をクリックします。

ステップ 5 [Activate Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Version To Be Activated]ドロップダウンリストから、適切なサーバ BIOSのバージョンを選択
します。

b) スタートアップバージョンを設定し、サーバで実行しているバージョンを変更しない場合は、
[Set Startup Version Only]チェックボックスをオンにします。
[Set Startup Version Only]を設定した場合は、アクティブ化されたファームウェアが
pending-next-boot状態に移行し、サーバはすぐにはリブートされません。アクティブ化された
ファームウェアは、サーバがリブートされるまでは、実行されているバージョンのファーム

ウェアへ変更されません。

c) [OK]をクリックします。

サーバの CIMC ファームウェアのアップデート

更新が完了するまで、エンドポイントがあるハードウェアを取り外したり、メンテナンス作業

を実行しないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナンス作業によ

り使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、バックアップ

パーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損しているエ

ンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 CIMCをアップデートするサーバのノードを展開します。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブで CIMCコントローラを選択し、[Update Firmware]をクリックします。

ステップ 5 [Update Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Version]ドロップダウンリストから、エンドポイントをアップデートするファームウェアバー
ジョンを選択します。

b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerにより、選択されたファームウェアパッケージがバックアップメモリスロッ
トにコピーされますが、明示的にアクティブ化されるまで、バックアップのままです。

ステップ 6 （任意） [Update Status]領域でアップデートのステータスをモニタします。
アップデートプロセスは数分かかることがあります。 [Installed Firmware]タブの [Backup Version]
フィールドに、選択したファームウェアパッケージが表示されるまで、ファームウェアをアク

ティブにしないでください。

次の作業

ファームウェアをアクティブにします。

サーバの CIMC ファームウェアのアクティブ化
CIMCのファームウェアのアクティベーションによって、データトラフィックは中断されません
が、すべてのKVMセッションで割り込みが発生するため、サーバに接続しているすべてのvMedia
が切断されます。

更新が完了するまで、エンドポイントがあるハードウェアを取り外したり、メンテナンス作業

を実行しないでください。ハードウェアが取り外されたり、その他のメンテナンス作業によ

り使用できない場合、ファームウェアの更新は失敗します。この失敗により、バックアップ

パーティションが破損する場合があります。バックアップパーティションが破損しているエ

ンドポイントではファームウェアを更新できません。

注意
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] >
[Servers]を展開します。

ステップ 3 アップデートしたファームウェアをアクティブにする対象のCisco IntegratedManagementController
（CIMC）が搭載されているサーバのノードを展開します。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブで [CIMC Controller]を選択し、[Activate Firmware]をクリックします。

ステップ 5 [Activate Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) [Set Version]ドロップダウンリストから、適切なバージョンを選択します。

1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設
定されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリスト
にそのバージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムか
らバージョンを選択する必要があります。

b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerソフトウェアのアクティブ化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブで、[Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIによって、[Activate Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSドメ
インのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、シャー

シとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 5 [Activate Firmware]ダイアログボックスの [UCS Manager]行で、次の手順を実行します。
a) [Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、ソフトウェアをアップデートするバー
ジョンを選択します。

b) [OK]をクリックします。

CiscoUCSManagerはアクティブなすべてのセッションを切断し、すべてのユーザをログアウトさ
せ、ソフトウェアをアクティブにします。アップグレードが完了すると、再度ログインするよう

要求されます。切断された後すぐに再度ログインするよう求められた場合、ログインは失敗しま

す。 Cisco UCS Managerのアクティベーションが完了するまで数分待つ必要があります。

Cisco UCS M シリーズ GUI ファームウェア管理ガイドリリース 2.5    
43

Cisco UCS Managerソフトウェアのアクティブ化



Cisco UCS Managerによって、選択したバージョンが起動バージョンに指定され、ファブリック
インターコネクトがアップグレードされたときにアクティベーションを実行するようにスケジュー

ルされます。

従属ファブリックインターコネクトでのファームウェアのアクティブ

化

はじめる前に

クラスタの下位ファブリックインターコネクトであるファブリックインターコネクトを特定しま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブで、[Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIによって、[Activate Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSドメ
インのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、シャー

シとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 5 メニューバーの [Filter]ドロップダウンリストから、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 6 下位ファブリックインターコネクトの [Activate Firmware]ダイアログボックスの行で、次の手順
を実行します。

a) [Kernel]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストからアップグレードするファー
ムウェアバージョンを選択します。

b) [System]行で、[StartupVersion]カラムのドロップダウンリストからアップグレードするファー
ムウェアバージョンを選択します。

ステップ 7 [Apply]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファームウェアの更新とアクティベーションを実行し、ファブリックイン
ターコネクトと、をリブートして、ファブリックインターコネクトへの双方向のデータトラフィッ

クを中断します。しかし、Cisco UCSドメインはトラフィックとポートフェールオーバーを許可
するよう設定されているため、データトラフィックはプライマリファブリックインターコネク

トにフェールオーバーし、中断しません。

ステップ 8 下位ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスを確認します。

ファブリックインターコネクトの [High Availability Details]領域に次の値が表示されない場合は、
シスコのテクニカルサポートに問い合わせてください。プライマリファブリックインターコネ

クトのアップデートに進まないでください。
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必要な値フィールド名

Yes[Ready]フィールド

Up[State]フィールド

次の作業

必要な値が従属ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスに格納されている場合は、

プライマリファブリックインターコネクトの更新とアクティベーションを実行します。

プライマリファブリックインターコネクトでのファームウェアのア

クティブ化

この手順は、従属ファブリックインターコネクトでのファームウェアのアクティブ化, （44ペー
ジ）から直接続いており、[Firmware Management]タブが表示されていることを前提としていま
す。

はじめる前に

下位のファブリックインターコネクトをアクティブにします。

手順

ステップ 1 [Installed Firmware]タブで、[Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIによって、[Activate Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSドメ
インのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、シャー

シとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 2 メニューバーの [Filter]ドロップダウンリストから、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 3 下位ファブリックインターコネクトの [Activate Firmware]ダイアログボックスの行で、次の手順
を実行します。

a) [Kernel]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストからアップグレードするファー
ムウェアバージョンを選択します。

b) [System]行で、[StartupVersion]カラムのドロップダウンリストからアップグレードするファー
ムウェアバージョンを選択します。

ステップ 4 [Apply]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファームウェアの更新とアクティベーションを実行し、ファブリックイン
ターコネクトと、をリブートし、ファブリックインターコネクトへの双方向のデータトラフィッ

クを中断します。しかし、Cisco UCSドメインはトラフィックとポートフェールオーバーを許可
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するよう設定されているため、データトラフィックはもう一方のファブリックインターコネクト

にフェールオーバーし、このファブリックインターコネクトがプライマリとなります。このファ

ブリックインターコネクトが再度稼働状態になると、このファブリックインターコネクトは従属

ファブリックインターコネクトになります。

ステップ 5 ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスを確認します。

ファブリックインターコネクトの [High Availability Details]領域に次の値が表示されない場合は、
シスコのテクニカルサポートに問い合わせてください。

必要な値フィールド名

Yes[Ready]フィールド

Up[State]フィールド

スタンドアロンファブリックインターコネクトでのファームウェア

のアクティブ化

単一のファブリックインターコネクトのスタンドアロン設定の場合、エンドポイントの直接の

ファームウェアアップグレードを実行すると、データトラフィックの中断を最小にできます。

ただし、アップグレードを完了するために、ファブリックインターコネクトをリブートする必要

があるため、トラフィックの中断は避けられません。

パスワードをCisco UCSドメインのファブリックインターコネクトの設定時に作成した admin
アカウントに復旧する場合、実行中のカーネルのバージョンと実行中のシステムのバージョン

を把握しておく必要があります。他のアカウントを作成しない場合、これらのファームウェ

アのバージョンのパスをテキストファイルに保存し、必要なときに参照できるようにしてお

くことを推奨します。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects]ノードを展開して、スタンドアロンファブリックインターコネクトをクリッ
クします。

ステップ 4 [General]タブで [Activate Firmware]をクリックします。

ステップ 5 [Activate Firmware]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

カーネルとして使用するバージョンを選択します。[Kernel Version]ドロップダウン
リスト

オンにすると、Cisco UCSでは、選択したバージョンを前回イ
ンストールしようとしたときに失敗または中断した場合でも、

インストールを試みます。

[Force]チェックボックス

システムとして使用するバージョンを選択します。[System Version]ドロップダウ
ンリスト

オンにすると、Cisco UCSでは、選択したバージョンを前回イ
ンストールしようとしたときに失敗または中断した場合でも、

インストールを試みます。

[Force]チェックボックス

ステップ 6 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerはファームウェアをアクティブにし、ファブリックインターコネクトと、ス
タンドアロンファブリックインターコネクトでは、これによりCisco UCSドメイン内のすべての
データトラフィックが中断します。

コンポーネントのファームウェアバージョンの確認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブで、各コンポーネントに対して一覧表示されたファームウェアバージョ
ンを確認します。
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第 6 章

サービスプロファイルのファームウェア

パッケージによるファームウェアのアップ

グレード

この章は、次の内容で構成されています。

• サービスプロファイルのファームウェアパッケージによるファームウェアアップグレード
, 49 ページ

• ホストファームウェアパッケージの作成, 56 ページ

• ホストファームウェアパッケージのアップデート, 57 ページ

• 管理ファームウェアパッケージのアップデート, 58 ページ

• 既存のサービスプロファイルへのファームウェアパッケージの追加, 59 ページ

サービスプロファイルのファームウェアパッケージによるファーム

ウェアアップグレード

サービスプロファイル内のファームウェアパッケージを使用して、サーバの BIOSなど、サーバ
のファームウェアをアップグレードできます。そのためには、ホストファームウェアポリシーを

定義して、これをサーバに関連付けられているサービスプロファイルにインクルードします。

CMC、共有アダプタ、ストレージコントローラ、ボードコントローラ、ファブリックインター
コネクト、または Cisco UCS Managerのファームウェアについては、サービスプロファイルによ
るアップグレードはできません。それらのエンドポイントのファームウェアは直接アップグレー

ドする必要があります。
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Cisco UCSは、新しい管理ファームウェアパッケージの作成をサポートしなくなりました。
必要な場合は、既存の管理ファームウェアパッケージを変更および更新することができます。

ただし、管理ファームウェアパッケージをすべてのサービスプロファイルから削除し、ホス

トファームウェアパッケージを使用してサーバ上の Cisco Integrated Management Controller
（CIMC）を更新することをお勧めします。

（注）

ホストファームウェアパッケージ

このポリシーでは、ホストファームウェアパッケージ（ホストファームウェアパック）を構成

するファームウェアバージョンのセットを指定することができます。ホストファームウェアパッ

ケージには、サーバのエンドポイント用の次のファームウェアが含まれています。

• CIMC

• BIOS

同じホストファームウェアパッケージに複数のファームウェアを含めることができます。た

とえば、ホストファームウェアパッケージには、BIOSファームウェアとCIMCファームウェ
アの両方を含めることができます。システムはエンドポイントで必要なファームウェアバー

ジョンを認識し、それ以外のファームウェアバージョンは無視します。

ヒント

ファームウェアパッケージは、このポリシーが含まれるサービスプロファイルに関連付けられた

すべてのサーバにプッシュされます。

このポリシーにより、同じポリシーを使用しているサービスプロファイルが関連付けられている

すべてのサーバでホストファームウェアが同一となります。したがって、サービスプロファイ

ルをあるサーバから別のサーバに移動した場合でも、ファームウェアバージョンはそのまま変わ

りません。さらに、ファームウェアパッケージのエンドポイントのファームウェアバージョン

を変更した場合、その影響を受けるサービスプロファイルすべてに新しいバージョンが適用され

ます。この結果、サーバがリブートされることがあります。

このポリシーはサービスプロファイルにインクルードする必要があります。また、このサービス

プロファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

このポリシーは他のどのポリシーにも依存していません。しかし、ファブリックインターコネク

トに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認する必要があります。CiscoUCS
Managerによりサーバとサービスプロファイルの関連付けが実行される際にファームウェアイ
メージが使用できない場合、Cisco UCS Managerはファームウェアアップグレードを無視し、関
連付けを終了します。
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管理ファームウェアパッケージ

Cisco UCSは、新しい管理ファームウェアパッケージの作成をサポートしなくなりました。
必要な場合は、既存の管理ファームウェアパッケージを変更および更新することができます。

ただし、管理ファームウェアパッケージをすべてのサービスプロファイルから削除し、ホス

トファームウェアパッケージを使用してサーバ上の Cisco Integrated Management Controller
（CIMC）を更新することをお勧めします。

（注）

このポリシーでは、管理ファームウェアパッケージ（管理ファームウェアパック）を構成する

ファームウェアバージョンのセットを指定することができます。管理ファームウェアパッケー

ジには、サーバの Cisco Integrated Management Controller（CIMC）が含まれています。 CIMCを直
接アップグレードする場合は、このパッケージを使用する必要はありません。

ファームウェアパッケージは、このポリシーが含まれるサービスプロファイルに関連付けられた

すべてのサーバにプッシュされます。このポリシーにより、同じポリシーを使用しているサービ

スプロファイルに関連付けられているすべてのサーバで CIMCファームウェアが同一となりま
す。したがって、サービスプロファイルをあるサーバから別のサーバに移動した場合でも、ファー

ムウェアバージョンはそのまま変わりません。

このポリシーはサービスプロファイルにインクルードする必要があります。また、このサービス

プロファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

このポリシーは他のどのポリシーにも依存していません。しかし、ファブリックインターコネク

トに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認する必要があります。

サービスプロファイルのファームウェアパッケージを使用したファームウェアの

アップグレードのステージ

サービスプロファイルのホストファームウェアパッケージポリシーを使用して、サーバおよび

アダプタファームウェアをアップグレードすることができます。

メンテナンスウィンドウを設定およびスケジュールしている場合を除き、エンドポイントを

追加するか既存のエンドポイントのファームウェアバージョンを変更してホストファームウェ

アパッケージを変更した場合は、変更を保存するとすぐに Cisco UCS Managerによって、エン
ドポイントがアップグレードされます。そのファームウェアパッケージに関連付けられてい

るすべてのサーバがリブートされるため、サーバ間のデータトラフィックが中断します。

注意

新しいサービスプロファイル

新しいサービスプロファイルの場合、このアップグレードは次のステージで行われます。

ファームウェアパッケージポリシーの作成

このステージでは、ホストファームウェアパッケージを作成します。
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サービスプロファイルのアソシエーション

このステージで、サービスプロファイルにファームウェアパッケージを含め、サービスプ

ロファイルとサーバとの関連付けを形成します。システムによって、選択したファームウェ

アバージョンがエンドポイントにプッシュされます。サーバをリブートし、ファームウェ

アパッケージで指定したバージョンがエンドポイントで確実に実行されるようにします。

既存のサービスプロファイル

サーバと関連付けられているサービスプロファイルの場合は、メンテナンスウィンドウを設定お

よびスケジュールしている場合を除いて、ファームウェアパッケージへの変更を保存するとすぐ

に Cisco UCS Managerによってファームウェアがアップグレードされ、サーバがリブートされま
す。メンテナンスウィンドウを設定およびスケジュールしている場合は、Cisco UCS Managerに
よってその時間までアップグレードとサーバのリブートが延期されます。

サービスプロファイルのファームウェアパッケージに対するアップデートの影響

サービスプロファイルのファームウェアパッケージを使用してファームウェアをアップデートす

るには、パッケージ内のファームウェアをアップデートする必要があります。ファームウェア

パッケージへの変更を保存した後の動作は、Cisco UCSドメインの設定によって異なります。

次の表に、サービスプロファイルのファームウェアパッケージを使用するサーバのアップグレー

ドに対する最も一般的なオプションを示します。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージのアップデート後

に、次のいずれかを実行します。

•一部のサーバまたはすべてのサーバを同
時にリブートおよびアップグレードする

には、サーバに関連付けられている1つ
以上のサービスプロファイルまたはアッ

プデート中のサービスプロファイルテ

ンプレートにファームウェアパッケー

ジを追加します。

•一度に 1台のサーバをリブートおよび
アップグレードするには、各サーバに対

して次の手順を実行します。

1 新しいサービスプロファイルを作成

し、そのサービスプロファイルに

ファームウェアパッケージを含めま

す。

2 サービスプロファイルからサーバの

関連付けを解除します。

3 サーバを新規サービスプロファイル

と関連付けます。

4 サーバがリブートされ、ファームウェ

アがアップグレードされた後に、新

規サービスプロファイルからサーバ

の関連付けを解除し、このサーバを

元のサービスプロファイルに関連付

けます。

元のサービスプロファイルにスクラ

ブポリシーが含まれている場合は、

サービスプロファイルの関連付けを

解除すると、ディスクまたはBIOSが
新規サービスプロファイルに関連し

てスクラビング処理されるときにデー

タが失われることがあります。

注意

メンテナンスポリ

シーなし

ファームウェアパッケージ

がサービスプロファイルま

たはアップデート中のサー

ビスプロファイルテンプ

レートに含まれていない。

または

既存のサービスプロファイ

ルまたはアップデート中の

サービスプロファイルテン

プレートを変更せずに

ファームウェアをアップグ

レードする。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデートす

ると、次のようになります。

1 ファームウェアパッケージの変更は、保

存と同時に有効になります。

2 CiscoUCSによって、このポリシーをイン
クルードしているサービスプロファイル

に関連付けられているすべてのサーバに照

らして、モデル番号とベンダーが検証され

ます。モデル番号とベンダーがポリシー

のファームウェアバージョンと一致する

場合は、CiscoUCSによりサーバがリブー
トされ、ファームウェアがアップデートさ

れます。

ファームウェアパッケージを含むサービス

プロファイルに関連付けられているすべての

サーバが同時にリブートされます。

メンテナンスポリ

シーなし

または

即時アップデート用

に設定されたメンテ

ナンスポリシー。

ファームウェアパッケージ

が 1つ以上のサービスプロ
ファイルに含まれており、

このサービスプロファイル

が 1つ以上のサーバに関連
付けられている。

または

ファームウェアパッケージ

がアップデート中のサービ

スプロファイルテンプレー

トに含まれており、このテ

ンプレートから作成された

サービスプロファイルが 1
つ以上のサーバに関連付け

られている。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデートす

ると、次のようになります。

1 CiscoUCSによって、変更を確認するよう
に要求され、ユーザ確認応答済みのサーバ

のリブートが必要であることが通知されま

す。

2 点滅している [Pending Activities]ボタンを
クリックし、リブートして新規ファーム

ウェアを適用するサーバを選択します。

3 CiscoUCSによって、このポリシーをイン
クルードしているサービスプロファイル

に関連付けられているすべてのサーバに照

らして、モデル番号とベンダーが検証され

ます。モデル番号とベンダーがポリシー

のファームウェアバージョンと一致する

場合は、CiscoUCSによりサーバがリブー
トされ、ファームウェアがアップデートさ

れます。

サーバを手動でリブートしても、Cisco UCS
によってファームウェアパッケージが適用さ

れたり、保留中のアクティビティがキャンセ

ルされることはありません。 [Pending
Activities]ボタンを使用して、保留中のアク
ティビティを確認応答するか、またはキャン

セルする必要があります。

ユーザ確認応答に関

して設定済み

ファームウェアパッケージ

が 1つ以上のサービスプロ
ファイルに含まれており、

このサービスプロファイル

が 1つ以上のサーバに関連
付けられている。

または

ファームウェアパッケージ

がアップデート中のサービ

スプロファイルテンプレー

トに含まれており、このテ

ンプレートから作成された

サービスプロファイルが 1
つ以上のサーバに関連付け

られている。
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アップグレード処理メンテナンスポリ

シー

サービスプロファイル

ファームウェアパッケージをアップデートす

ると、次のようになります。

1 CiscoUCSによって、変更を確認するよう
に要求され、ユーザ確認応答済みのサーバ

のリブートが必要であることが通知されま

す。

2 点滅している [Pending Activities]ボタンを
クリックし、リブートして新規ファーム

ウェアを適用するサーバを選択します。

3 CiscoUCSによって、このポリシーをイン
クルードしているサービスプロファイル

に関連付けられているすべてのサーバに照

らして、モデル番号とベンダーが検証され

ます。モデル番号とベンダーがポリシー

のファームウェアバージョンと一致する

場合は、CiscoUCSによりサーバがリブー
トされ、ファームウェアがアップデートさ

れます。

サーバを手動でリブートしても、Cisco UCS
によってファームウェアパッケージが適用さ

れたり、スケジュールされたメンテナンスア

クティビティがキャンセルされることはあり

ません。

特定のメンテナンス

ウィンドウ時に有効

になる変更に関して

設定済み。

ファームウェアパッケージ

が 1つ以上のサービスプロ
ファイルに含まれており、

このサービスプロファイル

が 1つ以上のサーバに関連
付けられている。

または

ファームウェアパッケージ

がアップデート中のサービ

スプロファイルテンプレー

トに含まれており、このテ

ンプレートから作成された

サービスプロファイルが 1
つ以上のサーバに関連付け

られている。

ホストファームウェアパッケージの作成

同じホストファームウェアパッケージに複数のファームウェアを含めることができます。た

とえば、1つのホストファームウェアパッケージで BIOSファームウェアとストレージコン
トローラファームウェアの両方を使用したり、異なる 2つのアダプタのモデル用のアダプタ
ファームウェアを使用することができます。ただし、同じ種類、ベンダー、モデル番号に対

しては 1つのファームウェアバージョンしか使用できません。システムはエンドポイントで
必要なファームウェアバージョンを認識し、それ以外のファームウェアバージョンは無視し

ます。

ヒント
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はじめる前に

ファブリックインターコネクトに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認し

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Host Firmware Packages]を右クリックして [Create Host Firmware Package]を選択します。

ステップ 5 [Create Host Firmware Package]ダイアログボックスで、パッケージの一意の名前と説明を入力しま
す。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

ステップ 6 ホストファームウェアパッケージ設定の [Advanced]を選択します。

ステップ 7 各サブタブで、パッケージに含める各タイプのファームウェアに対して次の手順を実行します。

a) [Select]カラムで、該当する行のチェックボックスがオンになっていることを確認します。
b) [Vendor]、[Model]、および [PID]カラムで、そのパッケージでアップデートするサーバに情報
が一致していることを確認します。

モデルとモデル番号（PID）は、このファームウェアパッケージに関連付けられているサーバ
に一致する必要があります。誤ったモデルまたはモデル番号を選択すると、CiscoUCSManager
はファームウェア更新ファイルをインストールできません。

c) [Version]カラムで、ファームウェアをアップデートするファームウェアバージョンを選択し
ます。

ステップ 8 必要なすべてのファームウェアをパッケージに追加したら、[OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

ホストファームウェアパッケージのアップデート

ポリシーが、サーバに関連付けられている 1つ以上のサービスプロファイルに含まれており、そ
れらのサービスプロファイルにメンテナンスポリシーが含まれていない場合、メンテナンスウィ

ンドウを設定およびスケジュールしていないと、ホストファームウェアパッケージポリシーを

保存するとすぐに、CiscoUCSManagerによってサーバとアダプタのファームウェアが新しいバー
ジョンで更新およびアクティブ化され、サーバがリブートされます。
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はじめる前に

ファブリックインターコネクトに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認し

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 アップデートするポリシーを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Host Firmware Packages]を展開し、アップデートするポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 各サブタブで、パッケージに含める各タイプのファームウェアに対して次の手順を実行します。

a) [Select]カラムで、該当する行のチェックボックスがオンになっていることを確認します。
b) [Vendor]、[Model]、および [PID]カラムで、そのパッケージでアップデートするサーバに情報
が一致していることを確認します。

モデルとモデル番号（PID）は、このファームウェアパッケージに関連付けられているサーバ
に一致する必要があります。誤ったモデルまたはモデル番号を選択すると、CiscoUCSManager
はファームウェア更新ファイルをインストールできません。

c) [Version]カラムで、ファームウェアをアップデートするファームウェアバージョンを選択し
ます。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
Cisco UCS Managerはモデル番号とベンダーを、このポリシーが含まれているサービスプロファ
イルに関連付けられているすべてのサーバと照合します。モデル番号とベンダーがポリシー内の

ファームウェアバージョンに一致する場合、Cisco UCS Managerにより、サービスプロファイル
に含まれているメンテナンスポリシー内の設定に従ってファームウェアが更新されます。

管理ファームウェアパッケージのアップデート

Cisco UCSは、新しい管理ファームウェアパッケージの作成をサポートしなくなりました。
必要な場合は、既存の管理ファームウェアパッケージを変更および更新することができます。

ただし、管理ファームウェアパッケージをすべてのサービスプロファイルから削除し、ホス

トファームウェアパッケージを使用してサーバ上の Cisco Integrated Management Controller
（CIMC）を更新することをお勧めします。

（注）
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ポリシーが、サーバに関連付けられている 1つ以上のサービスプロファイルに含まれており、そ
れらのサービスプロファイルにメンテナンスポリシーが含まれていない場合、メンテナンスウィ

ンドウを設定およびスケジュールしていないと、管理ファームウェアパッケージポリシーを保存

するとすぐに、CiscoUCSManagerによってサーバの管理ファームウェアが新しいバージョンで更
新およびアクティブ化され、サーバがリブートされます。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認し

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 アップデートするポリシーを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Management Firmware Packages]を展開し、アップデートするポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 ファームウェアテーブルで、次の手順を実行します。

a) [Select]カラムで、該当する行のチェックボックスがオンになっていることを確認します。
b) [Vendor]、[Model]、および [PID]カラムで、そのパッケージでアップデートするサーバに情報
が一致していることを確認します。

モデルとモデル番号（PID）は、このファームウェアパッケージに関連付けられているサーバ
に一致する必要があります。誤ったモデルまたはモデル番号を選択すると、CiscoUCSManager
はファームウェア更新ファイルをインストールできません。

c) [Version]カラムで、ファームウェアをアップデートするファームウェアバージョンを選択し
ます。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
Cisco UCS Managerはモデル番号とベンダーを、このポリシーが含まれているサービスプロファ
イルに関連付けられているすべてのサーバと照合します。モデル番号とベンダーがポリシー内の

ファームウェアバージョンに一致する場合、Cisco UCS Managerにより、サービスプロファイル
に含まれているメンテナンスポリシー内の設定に従ってファームウェアが更新されます。

既存のサービスプロファイルへのファームウェアパッケージの追加

サービスプロファイルにメンテナンスポリシーが含まれておらず、サーバに関連付けられている

場合、CiscoUCSManagerはサーバのファームウェアを新しいバージョンに更新してからアクティ
ブにし、サービスプロファイルに対する変更が保存されるとただちにサーバをリブートします。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 アップデートするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 ファームウェアパッケージを追加するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 6 下矢印をクリックして、[Firmware Policies]セクションを展開します。

ステップ 7 ホストファームウェアパッケージを追加するには、[Host Firmware]ドロップダウンリストから目
的のポリシーを選択します。

ステップ 8 管理ファームウェアパッケージを追加するには、[Management Firmware]ドロップダウンリスト
から目的のポリシーを選択します。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
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第 7 章

Cisco UCS Manager での機能カタログの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 機能カタログ, 61 ページ

• 機能カタログ更新のアクティブ化, 63 ページ

• 機能カタログが最新であることの確認, 63 ページ

• 機能カタログプロバイダーの表示, 64 ページ

• 個別の機能カタログ更新のダウンロード, 64 ページ

機能カタログ

機能カタログは、調整可能なパラメータ、文字列、およびルールのセットです。 Cisco UCSはカ
タログを使用してサーバの新しく資格を持ったDIMMやディスクドライブなどのコンポーネント
の表示と設定可能性を更新します。

カタログは、シャーシ、CPU、ローカルディスク、I/Oモジュールなどのハードウェアコンポー
ネントによって分割されます。カタログを使用すると、該当するコンポーネントで利用可能なプ

ロバイダーのリストを表示できます。 1つのハードウェアコンポーネントに対して 1つのプロバ
イダーが存在します。各プロバイダーは、ベンダー、モデル（PID）、およびリビジョンによっ
て識別されます。各プロバイダーに対して、装置の製造元とフォームファクタの詳細を表示する

こともできます。

機能カタログの内容

機能カタログの内容は次のとおりです。
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実装固有の調整可能なパラメータ

•電力および熱に関する制約

•スロット範囲および番号

•アダプタ機能

ハードウェア固有のルール

• BIOS、CIMC、RAIDコントローラ、アダプタなどのコンポーネントのファームウェア
互換性

•診断

•ハードウェア固有のリブート

ユーザ表示文字列

• CPNや PID/VIDなどの部品番号

•コンポーネントの説明

•物理レイアウト/寸法

• OEM情報

機能カタログの更新

機能カタログのアップデートは、各Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドルに含
まれています。 Cisco TACから特に指示された場合を除いて、Cisco UCSインフラストラクチャ
ソフトウェアバンドルをダウンロードし、アップデートし、アクティブ化した後に、機能カタロ

グのアップデートをアクティブ化する必要があるだけです。

機能カタログのアップデートをダウンロードすると、Cisco UCSによってすぐに新しいベースラ
インカタログに更新されます。それ以外の作業は行う必要がありません。機能カタログの更新

では、Cisco UCSドメイン内のコンポーネントをリブートや再インストールを行う必要はありま
せん。

各Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバンドルには、ベースラインカタログが含まれ
ます。まれに、シスコが Cisco UCSリリースの間で機能カタログの更新をリリースし、ファーム
ウェアイメージをダウンロードするのと同じサイトで更新を入手できるようにする場合がありま

す。
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機能カタログのバージョンは、使用している Cisco UCSのバージョンによって決まります。
特定のCiscoUCSリリースでサポートされている機能カタログのリリースについては、『Release
Notes for Cisco UCS Administration Software』を参照してください。

（注）

機能カタログ更新のアクティブ化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで [All]を展開します。

ステップ 3 [Capability Catalog]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Catalog Update Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Activate Catalog]をクリックします。

ステップ 6 [Activate Catalog]ダイアログボックスで、[Version to be Activated]ドロップダウンリストからアク
ティブ化する機能カタログの更新を選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

機能カタログが最新であることの確認

はじめる前に

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで [All]を展開します。

ステップ 3 [Capability Catalog]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Catalog Update Tasks]タブをクリックします。
機能カタログの最新バージョンは、このタブの右上にあります。

ステップ 5 Cisco.comで、機能カタログの利用可能な最新リリースを確認します。
機能カタログのアップデートの場所については、シスコからの機能カタログのアップデートの入

手方法, （64ページ）を参照してください。

ステップ 6 より新しいバージョンの機能カタログを Cisco.comで入手できる場合は、そのバージョンを使用
して機能カタログをアップデートします。
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機能カタログプロバイダーの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Capability Catalog]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、表示するプロバイダーのタブをクリックします。

ステップ 4 プロバイダーの詳細情報を表示するには、次の手順を実行します。

a) テーブルで、表示するプロバイダーのベンダー、モデル、リビジョンの行をクリックします。
b) 見出しの右側にある [Expand]アイコンをクリックし、次の領域のプロパティを表示します。

• [Equipment Manufacturing]領域

• [Form Factor]領域

個別の機能カタログ更新のダウンロード

シスコからの機能カタログのアップデートの入手方法

手順

ステップ 1 Webブラウザで、 Cisco.comを参照します。

ステップ 2 [Support]で [All Downloads]をクリックします。

ステップ 3 中央のペインで、[Unified Computing and Servers]をクリックします。

ステップ 4 入力を求められたら、Cisco.comのユーザ名およびパスワードを入力して、ログインします。

ステップ 5 右側のペインで、[Cisco UCS Infrastructure and UCS Manager Software] > [Unified Computing System
(UCS) Manager Capability Catalog]をクリックします。

ステップ 6 機能カタログの最新リリースのリンクをクリックします。

ステップ 7 次のいずれかのボタンをクリックして、表示される指示に従います。

• [Download Now]：カタログのアップデートをただちにダウンロードできます。
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• [Add toCart]：後でダウンロードできるよう、カタログのアップデートをカートに入れます。

ステップ 8 プロンプトに従い、カタログのアップデートのダウンロードを完了します。

次の作業

機能カタログをアップデートします。

リモートロケーションからの機能カタログの更新

機能カタログの一部分のみの更新はできません。機能カタログを更新すると、カタログイメージ

内のコンポーネントがすべて更新されます。

Mシリーズサーババンドルには、そのサーバの機能カタログの更新が含まれています。個別の
機能カタログの更新をダウンロードする必要はありません。機能カタログの更新をアクティブ化

するだけです。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで [All]を展開します。

ステップ 3 [Capability Catalog]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Catalog Update Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Update Catalog]をクリックします。

ステップ 6 [Update Catalog]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Remote File
System]オプションボタンをクリックし、必須フィールドに入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerはイメージをダウンロードし、機能カタログを更新します。ハードウェアコ
ンポーネントをリブートする必要はありません。

次の作業

機能カタログの更新をアクティブ化します。

ローカルファイルシステムからの機能カタログの更新

機能カタログの一部分のみの更新はできません。機能カタログを更新すると、カタログイメージ

内のコンポーネントがすべて更新されます。

Mシリーズサーババンドルには、そのサーバの機能カタログの更新が含まれています。個別の
機能カタログの更新をダウンロードする必要はありません。機能カタログの更新をアクティブ化

するだけです。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで [All]を展開します。

ステップ 3 [Capability Catalog]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Catalog Update Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Update Catalog]をクリックします。

ステップ 6 [Download Firmware]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Local File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [Filename]フィールドに、フルパスとイメージファイルの名前を入力します。
ファームウェアイメージファイルが配置されているフォルダへの正確なパスがわからない場合

は、[Browse]をクリックしてファイルにナビゲートします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerはイメージをダウンロードし、機能カタログを更新します。ハードウェアコ
ンポーネントをリブートする必要はありません。

次の作業

機能カタログの更新をアクティブ化します。
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第 8 章

管理拡張機能の更新

この章は、次の内容で構成されています。

• Management Extension, 67 ページ

• 管理拡張機能のアクティブ化, 67 ページ

Management Extension
管理拡張機能の更新は各 Cisco UCS Managerのアップデートに含まれています。シスコのテクニ
カルサポートから指示された場合を除いて、Cisco UCSインフラストラクチャソフトウェアバン
ドルをダウンロードし、更新し、アクティブ化した後に、管理拡張機能の更新をアクティブ化す

る必要があるだけです。

管理拡張機能を使用すると、以前はサポートされていなかったサーバや他のハードウェアのサポー

トを Cisco UCS Managerに追加することができます。たとえば、以前はサポートされていなかっ
た新しいサーバを既存の Cisco UCSドメインに追加する場合は、管理拡張機能をアクティブ化す
る必要があります。

管理拡張機能のイメージには、CiscoUCSManagerで新しいハードウェアを管理するために必要な
イメージ、情報、ファームウェアが含まれています。

CiscoUCSManagerをアクティブにすると、管理拡張機能にアクセスする必要が生じる場合があり
ます。このため、管理拡張機能は有効化と更新の処理中はロックされます。

管理拡張機能のアクティブ化

ManagementExtensionは、すでにダウンロードしたサーババンドルに含まれています。Management
Extensionを個別にダウンロードする必要はありません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで [All]を展開します。

ステップ 3 [Management Extension]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Activate Management Extension]をクリックします。

ステップ 6 [Activate Management Extension]ダイアログボックスで、[Version to be Activated]ドロップダウンリ
ストからアクティブ化する管理拡張機能を選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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第 9 章

データパスの準備が整っていることの確認

この章は、次の内容で構成されています。

• ダイナミック vNICが稼働中であることの確認, 69 ページ

• イーサネットデータパスの確認, 70 ページ

• ファイバチャネルエンドホストモードのデータパスの確認, 70 ページ

• ファイバチャネルスイッチモードのデータパスの確認, 71 ページ

ダイナミック vNIC が稼働中であることの確認
ダイナミック vNIC、および VMware vCenterとの統合を含む Cisco UCSをアップグレードする場
合、データパスの中断を回避するために、以前のプライマリファブリックインターコネクトで

新しいソフトウェアをアクティブにする前に、すべてのダイナミック vNICが新しいファブリッ
クインターコネクトで稼働中であることを確認する必要があります。

この手順は Cisco UCS Manager GUIで実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [VMware] > [Virtual Machines]を展開します。

ステップ 3 ダイナミック vNICを確認する仮想マシンを展開し、ダイナミック vNICを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[VIF]タブをクリックします。

ステップ 5 [VIF]タブで、各 VIFの [Status]カラムが [Online]であることを確認します。

ステップ 6 すべての仮想マシンですべてのダイナミック vNICの VIFのステータスが [Online]であることを
確認するまで、ステップ 3～ 5を繰り返します。
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イーサネットデータパスの確認

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトのNX-OSモード
を開始します。

UCS-A /fabric-interconnect #
connect nxos {a | b}

ステップ 1   

アクティブなイーサネットインターフェイスの

数を返します。

UCS-A(nxos)# show int br | grep
-v down | wc –l

ステップ 2   

この数がアップグレードの前に稼働していたイー

サネットインターフェイスの数と一致すること

を確認します。

MACアドレスの合計数を返します。UCS-A(nxos)# showplatform fwm
info hw-stm | grep '1.' | wc –l

ステップ 3   

この数がアップグレード前のMACアドレスの数
と一致することを確認します。

次の例では、従属ファブリックインターコネクト Aのアクティブなイーサネットインターフェ
イスおよびMACアドレスの数が返され、ファブリックインターコネクトのイーサネットデータ
パスが稼働していることを確認できます。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show int br | grep -v down | wc -l
86
UCS-A(nxos)# show platform fwm info hw-stm | grep '1.' | wc -l
80

ファイバチャネルエンドホストモードのデータパスの確認

Cisco UCSドメインのアップグレード時に最適な結果を得るためには、アップグレードを開始す
る前、および従属ファブリックインターコネクトをアクティブ化した後にこのタスクを実行し、

2つの結果を比較することを推奨します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OSモー
ドを開始します。

UCS-A /fabric-interconnect #
connect nxos {a | b}

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

flogiセッションのテーブルを表示します。UCS-A(nxos)# show npv
flogi-table

ステップ 2   

ファブリックインターコネクトにログインし

たサーバの数を返します。

UCS-A(nxos)# show npv
flogi-table | grep fc | wc -l

ステップ 3   

出力は、アップグレードの開始前にこの確認を

行ったときに受け取った出力と一致している必

要があります。

次の例では、flogiテーブルおよび従属ファブリックインターコネクトAにログインしたサーバの
数が返され、ファブリックインターコネクトのファイバチャネルデータパスがファイバチャネ

ルエンドホストモードで稼働していることを確認できます。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show npv flogi-table
--------------------------------------------------------------------------------
SERVER EXTERNAL
INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME INTERFACE
--------------------------------------------------------------------------------
vfc705 700 0x69000a 20:00:00:25:b5:27:03:01 20:00:00:25:b5:27:03:00 fc3/1
vfc713 700 0x690009 20:00:00:25:b5:27:07:01 20:00:00:25:b5:27:07:00 fc3/1
vfc717 700 0x690001 20:00:00:25:b5:27:08:01 20:00:00:25:b5:27:08:00 fc3/1

Total number of flogi = 3.

UCS-A(nxos)# show npv flogi-table | grep fc | wc -l
3

ファイバチャネルスイッチモードのデータパスの確認

Cisco UCSドメインのアップグレード時に最適な結果を得るためには、アップグレードを開始す
る前、および従属ファブリックインターコネクトをアクティブ化した後にこのタスクを実行し、

2つの結果を比較することを推奨します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OSモー
ドを開始します。

UCS-A /fabric-interconnect #
connect nxos {a | b}

ステップ 1   

flogiセッションのテーブルを表示します。UCS-A(nxos)# show flogi databaseステップ 2   

ファブリックインターコネクトにログインし

たサーバの数を返します。

UCS-A(nxos)# show flogi database
| grep –I fc | wc –1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

出力は、アップグレードの開始前にこの確認を

行ったときに受け取った出力と一致している必

要があります。

次の例では、flogiテーブルおよび従属ファブリックインターコネクトAにログインしたサーバの
数が返され、ファブリックインターコネクトのファイバチャネルデータパスがファイバチャネ

ルエンドホストモードで稼働していることを確認できます。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show flogi database
--------------------------------------------------------------------------------
INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME
--------------------------------------------------------------------------------
vfc726 800 0xef0003 20:00:00:25:b5:26:07:02 20:00:00:25:b5:26:07:00
vfc728 800 0xef0007 20:00:00:25:b5:26:07:04 20:00:00:25:b5:26:07:00
vfc744 800 0xef0004 20:00:00:25:b5:26:03:02 20:00:00:25:b5:26:03:00
vfc748 800 0xef0005 20:00:00:25:b5:26:04:02 20:00:00:25:b5:26:04:00
vfc764 800 0xef0006 20:00:00:25:b5:26:05:02 20:00:00:25:b5:26:05:00
vfc768 800 0xef0002 20:00:00:25:b5:26:02:02 20:00:00:25:b5:26:02:00
vfc772 800 0xef0000 20:00:00:25:b5:26:06:02 20:00:00:25:b5:26:06:00
vfc778 800 0xef0001 20:00:00:25:b5:26:01:02 20:00:00:25:b5:26:01:00

Total number of flogi = 8.
UCS-A(nxos)# show flogi database | grep fc | wc -l
8
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